第４号の２様式（第４条関係）
（第１面）
風景づくりの基準に対する措置状況説明書
風景づくり重点区域・界わい形成地区（奥沢１～３丁目等）
（建築物の建築等以外の行為）
１　行為
□工作物の建設等（近隣商業地域及び商業地域以外に建設する自動車車庫等）　　　（車庫等）
□工作物の建設等（自動販売機）　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　 （自販機）
□工作物の建設等（敷地面積3,000㎡以上又は高さが60ｍ以上のもの（自動販売機を除く。））
(大規模)

□開発行為

□土地の開墾・土石の堆積・水面の埋立て等

□木竹の伐採
２　用途地域の別
　　　　□第一種低層住居専用地域（低）
　　　　□第一種中高層住居専用地域又は第一種住居地域（住）
　　　　□近隣商業地域又は商業地域（商）

３　風景づくりの基準に対する措置状況
□工作物の建設等
	項目
	風景づくりの基準
	行為と用途地域の別
	記載欄

	
	
	車庫等
	自販機
	大規模
	

	
	
	
	
	低
	住
	商
	

	形態・意匠・色彩、屋外広告物
	屋外広告物を設置する際は、「風景づくりのガイドライン（屋外広告物編）」を参考に、奥沢の風景と調和したものとなるよう工夫する。
	○
	
	
	
	
	

	
	説明板や精算機、ロック装置などの設備は、通りからの見え方に配慮し、周辺の風景に調和するよう形態・意匠や色彩などを工夫する。
	○
	
	
	
	
	

	配置、外構・緑化等
	駐車場（機械式駐車場を含む。）、駐輪場等は、通りから目立たないように配置や植栽などを工夫するとともに、可能な限り緑化を図る。
	○
	
	
	
	
	


（第２面）
	配置、
形態・
意匠・
色彩
	自動販売機を設置する場合は、周辺の風景と調和した意匠・色彩とするなど、通りからの見え方に配慮する。
	
	○
	
	
	
	

	配置
	周囲の公園、道路、河川などから見たときに、圧迫感を感じさせないような隣棟間隔を確保する。
	
	
	○
	○
	○
	

	
	敷地内や敷地周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合は、これを活かした配置とする。
	
	
	○
	○
	○
	

	高さ・
規模
	高さを要する工作物は、広い範囲からの見え方に配慮する。
	
	
	○
	○
	○
	

	形態・
意匠・
色彩
	周囲の公園、道路、河川などの主要な眺望点から見たときに、周辺の風景と調和した形態・意匠とし、長大な壁面の工作物は避ける。
	
	
	○
	○
	○
	

	
	色彩は、風景づくり計画別表１－１に定める色彩基準に適合するとともに、風景づくり計画別表１－２の色彩の考え方を踏まえ、周辺の風景との調和を図る。
	
	
	○
	○
	○
	

	外構・
緑化等
	敷地内の接道面など視認性の高い場所は、積極的に緑化し、周辺の緑との連続性を図るよう工夫する。
	
	
	○
	○
	
	

	
	敷地内の接道面や工作物の壁面は、可能な限り緑化を図る。
	
	
	
	
	○
	

	
	擁壁は、可能な限り自然素材を使用し、緑化と併用するなど周辺環境と調和するよう工夫する。
	
	
	○
	○
	○
	


（第３面）
□開発行為
	項目
	風景づくりの基準
	用途地域

の別
	記載欄

	
	
	低
	住
	商
	

	土地
利用
	事業地内のオープンスペースと周辺地域のオープンスペースが連続的なものとなるように計画するなど、周辺地域の土地利用と関連付けた土地利用計画とする。
	○
	○
	○
	

	
	公園や広場空間を設ける場合は、周辺の街並みにおいて魅力的な風景となるよう工夫する。
	○
	○
	○
	

	
	事業地内の将来的な街づくりのイメージを意識し、まとまりのある計画とする。
	○
	○
	○
	

	
	敷地内や敷地周辺に歴史的な資源や残すべき自然などがある場合は、これを活かした配置とする。
	○
	○
	○
	

	造成等
	大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法面などが生じないようにする。
	○
	○
	○
	

	
	擁壁は、可能な限り自然素材を使用し、緑化と併用するなど周辺環境と調和するよう工夫する。
	○
	○
	○
	

	緑化
	敷地内の接道面など視認性の高い場所は、積極的に緑化し、周辺の緑と連続するよう工夫する。
	○
	○
	
	

	
	敷地内の接道面や建築物の壁面は、可能な限り緑化を図る。
	
	
	○
	


（第４面）
□土地の開墾・土石の堆積・水面の埋立て等
	項目
	風景づくりの基準
	用途地域
の別
	記載欄

	
	
	低
	住
	商
	

	土地
利用
	事業地内外の将来的な街づくりのイメージを意識し、まとまりのある計画とする。
	○
	○
	○
	

	造成等
	大幅な地形の改変を避け、長大な擁壁や法面などが生じないようにする。
	○
	○
	○
	

	
	擁壁は、可能な限り自然素材を使用し、緑化と併用するなど周辺環境と調和するよう工夫する。
	○
	○
	○
	

	緑化
	造成後の事業地は、可能な限り緑化を行い、周辺の街並みやみどりの風景との調和を図る。
	○
	○
	○
	


□木竹の伐採
	項目
	風景づくりの基準
	用途地域
の別
	記載欄

	
	
	低
	住
	商
	

	緑化
	伐採された緑を補うよう、視認性の高い場所に可能な限り緑化を図る。
	○
	○
	○
	


